
連絡協力促進事業

「外国青年のボランティア実践研修」

事業の概要

事業のねらい 我が国青少年の国際的視野の育成と東南アジア諸国青少年の対日理解促進の

ため，両国青少年の交流の機会を提供する。

期 日 平成２２年 ８月１１日（水）～ ８月１５日（日） 

会 場 国立那須甲子青少年自然の家 

対 象 者 日本で学ぶ外国人青年

参 加 者 数 ASJA International（アスジャインターナショナル）研修生１２名（１団体）
(参加募集人数)

日 程

月 日 ７：００ ８：００ ９：００ １０：００ １１：００１２：００ １３：００ １４：００ １５：００ １６：００ １７：００１８：００ １９：００ ２０：００２１：００２２：００
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プログラム紹介

①【高校生と交流ボランティア活動】

青少年との交流と施設整備を兼ね

て，福島県内の高校生のボランティ

ア活動に同行した。オリエンテーリ

ングのコース整備ということで，枝

打ちや草刈の作業をした。

②【日本の小中学校視察】

日本の青少年教育の現場を知ると

いう目的で，西郷村内の小・中学校

を視察した。日本の学校教育の現状

と研修生それぞれの母国の学校教

育との違いを実感した。

③【活動エリアの点検】

ハイキングコースの点検と日本の

青少年団体との交流を目的にボー

イスカウト足立第１４団と二の沢

ハイキングを実施した。子どもたち

の安全確保も兼ねて実施した。

④【業務補助】（朝・夕べのつどい）

自然の家の業務補助を目的として，

朝のつどいと夕べのつどいで旗の

上げ下ろしやアクティビティを担

当した。母国の紹介やあいさつの仕

方の違い等を発表した。

⑤【施設整備】

業務補助として施設整備（窓拭き）

をした。窓拭きをしながら職員との

交流をしたり，青少年の団体とあい

さつを交わしたり，会話をしたりし

て，団体との交流もした。

⑥【団体支援活動】（キャンプファイヤー）

利用団体の支援活動という目的で，

研修最終夜に，ハイキングで同行し

たボーイスカウト足立第１４団のキ

ャンプファイヤーに参加した。プレ

ゼントの交換等で交流を深めた。

企画・運営のポイント ①日本文化に触れたり，日本の青少年教育について理解を深めたりする

ことを目的としてプログラムを編成した。

②研修生の出身国の宗教や風習等を考慮してプログラムを編成した。

③利用団体のプログラムに研修生が参加するという活動においては，団

体との連絡を密にし，団体の活動に成果が現れるように配慮した。

事業を終えて ①高校生やボーイスカウト等の団体との交流により，日本の青少年の実 
（成果と課題） 態について理解を深めることができた。

②学校視察において，校長先生や教頭先生に細かく説明を受け，日本の

学校教育の現状についての理解を深めることができた。

③研修生の実態によるが，自然体験を主としたプログラムを希望する研

修生が多かったので，今後に組み入れる。

今後の方向性 ①今年度は，学校視察として中学校と小学校を視察したが，地元には高

等学校や養護学校などもあるので，来年度以降の視察学校として視野

に入れて行きたい。

②研修生のニーズも多様化しているので，事前のアンケート等を実施し

て有意義な研修とする。



プログラム事例

「教 育 施 設 視 察」 
プログラムのねらい 日本の教育施設を視察することにより，日本の教育の現状や地方の学

校教育の現状について理解を深める。

展開例

１ 中規模学校の視察 ： 福島県西白河郡西郷村立西郷第二中学校

【ねらい】 中規模の中学校を視察することで，学校施設や設備の特徴，中規模学校の特色な

どについて理解を深める。

【プログラムの流れ】 

① 学校の沿革等について説明を受ける。 ② 学校施設内を見学する。

③ 学校職員との意見交換をする。

学校の沿革に始まり，現在の教育現場

の課題や自校の生徒の様子などについ

て説明を受けた。

生徒の教室や実習室・図書室などの特

別教室の見学をした。実習室では，生

徒の作品などを見ることができた。

英語教育や研修生の母国との教育環境

の違いなどについて意見交換をした。

① 学校の沿革等について説明を受ける。

② 学校施設内を見学する。

③ 学校職員との意見交換をする。

○学校のプール設備に驚く研修生

たち。



２ 小規模学校の視察 ： 福島県西白河郡西郷村立川谷中学校・川谷小学校

【ねらい】 小規模な学校の中でも，小・中学校が接続している特殊な造りの学校を視察する

ことで，学校施設や設備の特徴，小規模学校の特色などについて理解を深める。

【プログラムの流れ】 

① 学校の沿革等について説明を受ける。 ② 学校施設内を見学する。

③ 学校職員との意見交換をする。

プログラム効果 日本の青少年についての理解を深めるためのひとつの手立てとして，学校教

育の現場を見ることは，外国の青年にとっては大変興味のあるプログラムと

なった。今回は，各学校の校長先生や教頭先生から親切な説明・施設案内を

受けたことにより，研修生は大変理解が深まった。また，施設内の教具や教

材について実演を交えた説明を受けたり，実際に使ったりできたことで研修

生の母国の教育環境との違い等についても意識しやすい視察となった。

① 学校の沿革等について説明を受ける。

② 学校施設内を見学する。

③ 学校職員との意見交換をする。

学校の沿革に始まり，校舎の造りや小

学校の複式指導，子どもたちの様子な

どについて説明を受けた。

複式指導の際の教室の使い方や小規模

学校の特別教室の造りなどを見学し

た。 

小規模学校の課題や研修生の母国との

教育環境の違いなどについて意見交換

をした。

○視察の最後に，川谷中学校の校長先

生が，お土産として折り紙の箱の作

り方を指導した。


